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ダイアルアップ接続で避けて通れない「電話料金」。この電話料金を1円でも安く上

げるために、さまざまな割引サービスが提供されている。こうした割引サービスを使わ

ない手はない！もちろん、すでに利用している人も多いだろうが、ちょっと待ってほ

しい。これまで一般的だった「インターネットならテレホーダイ」という時代は、すで

に終わりを告げた。いまや、自分の「ライフスタイル」に合った割引サービスを選ぶ

時代が来たのだ。もう深夜にインターネットを強いられることもない！

これからは「快適で格安」インターネットの時代だ！

テレホーダイより快適で安い！

新 

ススメ

電話割引
サービスの

集中企画
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アナログ回線：音声信号をアナログ信号のまま送信する電話線のことを言う。旧式のものであり、現在は順次デジタル回線（ISDN）に切り替わっている。

上手に選べば
ライフスタイルも変わる！
ここで、日中に仕事や学校があるにもかかわらず、テレホーダイのせい

で深夜から早朝までPCの前にくぎ付けになっている人に言いたい。

「そのライフスタイルで満足ですか？」

自分の生活をテレホーダイのために犠牲にしてはいないだろうか。一

昔前、電話料金を安くするには「テレホーダイ」という選択肢しかな

かったのは事実だ。しかし、今ならもっと自分に合ったサービスを選べるはず。この記事では、テレ

ホーダイの知られざる実態を明らかにしたうえで、「i・アイプラン」や「タイムプラス」といったサ

ービスを紹介する。さらに、サービスを選ぶ際に重要な「自分の使い方」（Behavior）を知るため

のテクニックも紹介しよう。これらを参考に、自分のインターネットの使い方を正確に把握し、自分

の生活に本当に合ったサービスを選んでほしい。

電話料金の割引サービスはずいぶん増えた。一

時期は、割引と言えば「テレホーダイ」のみと

いう状態が続いたが、最近ではNTTだけでなく

他の電話会社からもさまざまな割引サービスが

登場している。

こうした割引サービスは、「使えば得」から「使

って当たり前」を経て、今や「使わなければ損」

という時代となった。すでにこうした割引サー

ビスを使っているユーザーも多いことだろう。

しかし、ここで「割引サービスを利用している

すべてのユーザーが本当に得をしているのか？」

という疑問が生じる。「なんとなくテレホーダ

イ」とか「安そうに見えたから」などという理

由で割引サービスを選び、結果的に損をしてい

る人が多いのも現実だろう。しか

も「テレホーダイ」は、使

える時間帯が

深夜・早朝に

限られる点が重要

だ。

d

1,170円+880円＝2,050円の損!!

テレホーダイ時間外、または別の電話
番号への電話料金。ここでは、1,170
円ぶん無駄に通信したことがわかる。

テレホーダイ適用時間帯の通信料金。ここでは、
2,400円の基本料金を払いながらも、1,520円ぶ
んしか使っていないことがわかる（880円の無駄）。

「ISDNにする」も割引の1つ

料金が直接割引されるわけではないが、現在ア
ナログ回線を利用しているユーザーなら、ISDN
への乗り換えも「割引」の1つとして検討する
価値がある。基本料金は2,830円（家庭用の
月額料金）と、アナログの1,750円よりは高
い。しかし、ISDNがアナログ2回線分として
使えることを考えると高くはないはずだ。
また、実際にインターネットを使うと、通話料
金は ISDNのほうが安く済む場合が多い。

ISDNのほうが通信速度が速く、データのダウ
ンロードなどにかかる時間が短いためだ。ISDN
の64Kbpsとアナログモデムの56Kbpsとの差
はわずかに思えるが、アナ
ログの場合は回線の混雑
状況によって通信速度が
落ちることが多く、実際
の差はもっと大きくなる。
つまり、大きなデータのや

りとりが多いなら、ISDNのほうが圧倒的に有
利だと言えるのだ。

100Mバイトのファイル転送に必要な時間と料金

通信時間 電話料金

56Kモデム（48Kbps） 約360分 約1,200円

ISDN（64Kbps接続） 約220分 約740円

ISDN（128Kbps接続） 約110分 約370円

OR

割引サービス百花繚乱の時代

自分に合ったサービスは
こうして選べ！

プロバイダーの利用料金や電話料金など、インターネットを使うえで便利な「割引サービス」が続々と登場して
いる。割引サービスを賢くチョイスし、うまく組み合わせて使えば、もっと安くインターネットを使うことがで
きる。しかし、いざどれか1つのサービスを選ぼうとしても、あまりの種類の多さに当惑してしまうユーザーも
多いはずだ。この特集では、カタログ上に記載されたスペックだけではわからないサービスの実態を解き明かし、
最強の割引サービスを使うための基礎知識を紹介する。
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意外と多い
テレホーダイで損する人
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※正式なサービス名称は
「INSテレホーダイ」だが、便
宜上「テレホーダイ」とした。

常時接続：インターネットに常に接続されている状態のことを言う。216 INTERNET magazine 2000/3

月額基本料金の高い壁

インターネットをとことん使いたいユーザー

が憧れる環境は、「常時接続」だろう。ダイア

ルアップ環境では必然とも言える「接続までの

待ち時間」もなく、思い付いたときにメールや

ウェブのチェックができるという環境は、確か

に便利だ。しかし実際には、電話料金の高さ

を理由にあきらめざるをえない場合が多い。

そんなユーザーにとって、擬似的ではあるが

常時接続を実現してくれるのが「テレホーダイ」

だ。深夜限定という条件はあるものの、何時間

接続しても毎月一定の料金しか支払わなくて済

む。いったん接続してしまえば何時間でもつな

いでおけるし、電話代の請求書に驚くこともな

い。ヘビーユーザーにとっては、まさに「理想」

とも言える環境を提供してくれるサービスがテ

レホーダイだった。

サービス提供が始まった当初は、多くのイン

ターネットユーザーがこのサービスに殺到した。

あっという間に「インターネットを使う＝テレ

ホーダイに加入する」という図式が定着し、現

在でも実に多くのユーザーがテレホーダイを利

用している状況だ。

しかし、本当にテレホーダイは得なのだろう

か？使い方次第ではテレホーダイの恩恵を受け

られないユーザーがいることも事実だ。周りか

らすすめられなんとなく加入したものの、実は

まったく恩恵を受けていないユーザーすらいる。

というのも、テレホーダイを使ったほうが得に

なる「利用時間」の壁が意外に高いためだ。

INSテレホーダイの月額利用料は2,400円で、

サービスが適用される時間帯は23時から翌朝8

時。基本料金の元を取るには、1か月に16時

間を超えてインターネットを利用しなければな

らない計算だ。これは1週間に約4時間、1日

約32分以上の利用を意味する。しかも、適用

時間の条件から、土日や祝日でも深夜・早朝

にインターネットをしなければならない。

ちなみに、適用時間に制限がなく24時間い

つでも電話料金が割引になるサービス「INSタ

イムプラス」（220ページ参照）と「INSテレホ

ーダイ」を比べると、この基本料金の壁はさら

に高くなる。詳しくは下の囲みに記したが、23

時間55分を超えない限りINSタイムプラスのほ

うが割安になる計算だ。この場合は1日に約48

分以上使わないと元が取れない（しかも深夜・

早朝に！）ことになる。

アナログ回線の「テレホーダイ」の場合も数

字が若干異なるだけで（下の囲み記事参照）、

月額基本料金という壁が高いことは同様だ。

長い間、電話料金割引サービスの代名詞として使われてき
たのが、NTTの「テレホーダイ」だ。利用できるのは深夜･早朝のみに限られるが、何時間接続しても毎月
払う電話代は同じという画期的なサービスとして登場し、電話料金の高さに悩むインターネットユーザーを
中心に利用者が急増した。現在も多くの人が「インターネットをガンガン使うならテレホ」と考えているは
ずだ。しかし、本当にテレホーダイは誰にでも嬉しいサービスなのだろうか？多くの新しい割引サービスが登
場した今、テレホーダイを使う価値はどこにあるのかを検証してみよう。

テレホーダイ
神話の

「迷わずテレホ」の時代は終わった…

崩壊

これだけ使わないと元が取れない!?
テレホーダイの基本料金の元を取るためには、どれだけの時間使うことが必要なのかを表にしてみた。
割引サービスを利用していなくても、NTTの場合は23時から8時までは4分10円という「深夜・
早朝割引」の恩恵を受けられる。INSテレホーダイでかかる2,400円分を通常の通話に換算すると
「2400÷10×4＝960」。つまり、16時間分の通話料という計算になる。実際の利用時間がこ
れよりも短い場合には、テレホーダイを使わないほうが通話料金が安い計算になる。
月額350円で深夜・早朝料金が7分／10円になるINSタイムプラスをテレホーダイと比較すると、
「（2400 円 -350 円）÷
10×7＝1435」。つまり、
23時間55分の通話料と同
額になる。これだけ使わない
と、割引サービスの元は取れ
ない計算だ。

1か月にこれだけ使えばテレホーダイが得になる！

何も使わない タイムプラス

INSテレホーダイ（月額2,400円） 16時間 23時間55分

テレホーダイ（月額1,800円） 12時間 18時間40分

※23時から8時の間のみ利用することを前提として計算。
同時間帯の通話料金は4分10円（タイムプラスの場合7分10円）。

テレホーダイとは？

隣接地域（226ページ参照）の通話に適用
できるサービスもあり、こちらは月額4,800
円（アナログ3,600円）。

INSテレホーダイ 月額2,400円
テレホーダイ 月額1,800円

深夜・早朝（23時から8時）において、あ
らかじめ登録した電話番号（市内2か所まで）
に何時間でも通信／通話が可能になる。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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新 
テレホーダイより快適で安い！

電話割引サービスのススメ

チャット：インターネットなどのネットワークを通じて、リアルタイムに会話を行う仕組み。1対1で行うものと、同時に多人数が参加して行うものがある。 INTERNET magazine 2000/3 217

尋常でない混雑

「23時から8時までいくら接続しても電話料

金は変わらない……」。料金を一切気にせずに

インターネットが使えるとあって、テレホーダ

イを利用するユーザーは一気に増えた。だが、

多くのユーザーがこぞってテレホーダイに加入

した結果、困った事態も発生することとなった。

そう、すでにいろいろなところで言われている

「午後11時の怪」が頻発するようになってしま

ったのだ。

テレホーダイ料金の適用が始まる23時にな

ると、多くのユーザーが一斉にアクセスを始め

る。そのため、毎晩23時から2時頃をピーク

に、あちこちのアクセスポイントが異常に混み

合うようになってしまったのだ。プロバイダー

によっても差はあるが、23時以降はつながりに

くいところが多い。また、アクセスが集中する

ため、ホームページの表示なども「重く」なっ

てしまう。さらに、テレホーダイの「つなぎ放

題」という特性から、一度接続するとつなぎっ

ぱなしにして切らない人も多い。快適にインタ

ーネットを使えるようにするためのテレホーダイ

が、逆にユーザーにデメリット

をもたらしてしまっているのだ。

現在でも、テレホーダイが適

用される時間帯、特に23時前

後には同様の尋常でない混雑が

発生している。これからテレホ

ーダイを使おうと思うなら、あ

えてこの混雑に立ち向かう覚悟

をしておく必要があるだろう。

多くのユーザーが同時に使うほ

うが楽しいチャットなどのサー

ビスを利用する人のように、あ

えて混雑している時間帯に使いたいという人以

外は、テレホーダイを使う必要はないだろう。

日常生活の破綻…

便利に見えるテレホーダイだが、利用できる

時間が制限されていることの弊害も出てきたよ

うだ。23時から8時までという深夜・早朝しか

テレホーダイは適用されない。上記以外の時間

帯は、通常と同じ電話料金がかかる（3分10

円）。テレホーダイのメリットをとことん活かそ

うと思うなら、設定されている深夜・早朝に集

中してインターネットを使う必要がある。その

結果、何が起こるか？「深夜の“インターネ

ット疲れ”で昼間の生活に支障をきたし

た」なんて話も聞かれるようになった。

学生など比較的時間が自由に使

えるユーザーの場合、昼夜が完全

に逆転しても大きな問題にはならない

（問題になる場合ももちろんある…）。しかし、

通常の仕事をしている社会人が、昼間の仕事

に支障をきたすのは問題だ。このように、「使

い過ぎなければよい」とは思いつつも、ついつ

いテレホタイムに集中してアクセスを続けた結

果、日常生活の破綻を招く恐れもあるのだ。

「何となく」で選んではダメ

テレホーダイは、使い方によってはとても得

なサービスだ。自分の使い方に合わせて賢く利

用すれば、得られるメリットは大きい。ただし、

ここまで述べてきたとおりデメリットも存在す

る。最終的にテレホーダイを使うかどうかは皆

さん次第だが、「なんとなく」とか「みんなが使

っているから」という理由だけでテレホーダイ

を使うのは避けたほうがよいだろう。いまや、割

引サービスはテレホーダイだけではない。この

記事を読んで自分の使い方をしっかり把握し、

他のサービスと比較検討したうえで利用するか

どうかを決めたい。

午後11:00以降の怪
アクセスポイントの混雑状況をウェブサイトに掲載しているプロ
バイダーは多い。それらを見ると、テレホーダイ時間が始まる
23時ごろから2時前後まで、
集中的にアクセスが行われてお
り、この時間帯の混雑状況が尋
常でないことがわかるだろう。
そんな中であえてテレホーダイ
を使う必要があるのか、今一度
考えてほしい。

プロバイダーのウェブサイトで確認しよう
（画面はso-netのアクセスポイント)

1料金を気にせず、

好きなだけ使える。

2いったん接続すれば「常時接続状

態」にできる。

1元を取るにはかなり

利用する必要がある。

223時から2時頃の尋常でない混雑。

3深夜・早朝だけしか適用されない。

テレホーダイ
の 申 し 込 み 方 法

NTT営業窓口（9時から16時。土日祝は休業）
www.ntt-east.co.jp/shop/
www.ntt-west.co.jp/shop/

116

0120-494933（NTT東日本）

0120-378160（NTT西日本）

（9時から17時）

申し込みおよび問い合わせは以下のフリー
ダイヤルかNTT営業窓口で行っている（ウ
ェブサイトでも申し込み予約可）。
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Bチャンネル：NTTが提供するINSネット64は2本のBチャンネルと1本のDチャンネルで構成される。このとき、電話やFAX、データ通信、インターネットなどの情報を送受信するため
のチャンネルをBチャンネルという。伝送速度は64Kbps。なお、Dチャンネルは通信を制御するための信号を送受信し、パケット通信用としても使える。

218 INTERNET magazine 2000/3

最大6割引の料金サービス

i・アイプランの最大のメリットは、その料金

体系にある。i・アイプラン1200とi・アイプラ

ン3000の2つからなり、ユーザーのニーズに合

わせて選択ができる。ともに同一区域内（8時

から23時に3分10円でつながる地域）の1電

話番号を指定し、その電話番号への通話／通

信が、前者は月1,200円支払えば3,000円分

まで、後者は月3,000円支払えば7,500円分ま

で使える。それぞれ、1か月で1,800円、また

は4,500円オトクになる計算だ。利用する時間

帯に制限はなく24時間いつでも使える。超過

分は通常料金が適用される。

月1,200円の支払いで3,000円分まで使える

ということは、8時から23時の昼間・夜間で1

か月に900分（15時間）まで利用できるという

意味だ。これはもちろん、深夜23時から8時の

テレホーダイタイムであれば、4分10円で1か

月に1200分（20時間）利用できるのだ。用途

によっては、十分に使えるプランになっている。

このi・アイプランを契約できるのは、INSネ

ット64およびINSネット64ライトの契約者、

すなわちISDNユーザーのみとなる。そして、B

チャンネル2本（通信では128Kbpsなど）を

同時に利用するときは当然ながら通信料は2倍

になる。128Kbpsを使う場合は、よく考えて

サービスの申し込みをしたほうがいいだろう。

またサービスの併用は、INSエリアプラス、

シャべリッチ、INSテレチョイス、テレワイズ・

ワイド、スーパー・テレワイズのいずれか1つの

サービスであれば組み合わせられるが、INSタ

イムプラスやINSテレホーダイとの組み合わせ

ができないのは残念だ。

電話番号は慎重に選ぼう

i・アイプランは同一区域内の1電話番号し

か登録できない。かならずしも通信だけでなく

通話にも利用できるが、ISDNの契約回線1本

につき、相手先の電話番号を1つしか登録でき

ない。申し込みをする際には慎重に番号を割り

当てなければならない。

そうなると、もっとも多く利用するプロバイ

ダーのアクセスポイントを設定することになる

が、その際、番号を登録する前にまずは各プロ

バイダーのユーザーサポート用ホームページを参

照したほうがいい。プロバイダーによっては、ア

クセスポイントごとに話中の度合いがわかるよ

うに表示してあるからだ。何気なく登録したア

クセスポイントが、実はもっとも話中率が高く

てつながりにくいということも考えられる。で

きる限り快適なアクセス環境を求めて、登録す

る電話番号も慎重

に選びたい。

また、サービス開

始後もこの話中率

の確認をたまに行う

べきだ。というのも、

プロバイダーの回線

が増強されることも

考えられるからだ。

なお、一度登録し

た相手先の電話番

号はいつでもNTT

に申し出て変更でき

るが、実際に変更

されるのは申し出の

翌月の料金計算期

間（請求書参照）からになるので変更のタイミ

ングにも気を付けよう。

ISDNユーザーに10月1日、ま
た1つ新しい割引プランが登場し
たのはご存じだろうか。テレビ
CMで「最大60％オトク」と声高々に宣伝するサービスがそれだ。「i・アイプラン」と名付けられたこのサ
ービスは月々の定額料を支払えば、曜日・時間帯の制限なしに利用できる。テレホーダイとはどのように違
い、どのように使えるのかをここで検証してみよう。

i・アイプランの
実力を

話題の新サービスは本当に使えるか！？

徹底検証

i・アイプランとは・・・？

●i・アイプラン1200 月1,200円で3,000円分利用可

・月々の定額料で一定額分まで利用できる（超過分は通常料金）
・曜日・時間帯にかかわらず、いつでも使える
・同一区域内の1電話番号を指定
・ISDN限定サービス

通常 3,000円 

1,200円 1,800円分お得 i・アイプラン1200

●i・アイプラン3000 月3,000円で7,500円分利用可

7,500円 

3,000円 4,500円分お得 

通常 

i・アイプラン3000

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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新 
テレホーダイより快適で安い！

電話割引サービスのススメ

ヘビーユーザー：インターネットやパソコンを長時間利用する人のこと。パソコンに深く慣れ親しんでいる人を指す場合もある。ヘビー（heavy）は本来、「重い」、「大量の」、「つらい」と
いった意味。
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i・アイプランの損得の
分かれ目

右のグラフは時間帯をINSテレホーダイが使

える時間（23時から8時）と使えない時間（8

時から23時）で分け、料金体系をグラフ化し

て比較したものだ。

まず、8時から23時では3分10円の計算に

なり、i・アイプラン1200を利用した場合、月

に6時間、i・アイプラン3000を利用した場合

は月に15時間で元が取れる。また、この時間

帯であれば、月に24時間以上使うかどうかで、

i・アイプラン1200とi・アイプラン3000のど

ちらにするかを選択すればいい。

一方、23時から8時では4分10円の計算に

なり、i・アイプラン1200で月に8時間、i・ア

イプラン3000で月に20時間で元が取れる。

INSテレホーダイでは月に16時間使えば元が取

れる計算だが、28時間までならi・アイプラン

1200のほうが安くなる。つまり、月に28時間

を1つの目安として考えればいいということだ。

i・アイプランを使う際の
ポイント

i・アイプランの一番の特徴は、時間帯に制

限がないということだ。INSテレホーダイでは

23時になるのを常に待つ必要があったが、i・

アイプランなら時間を気にしないでいつでもイ

ンターネットに接続できる。

i・アイプランとINSテレホーダイの料金を見

てみると、1か月に100時間くらい利用する超

ヘビーユーザーは別として、20～30時間程度

の一般的なユーザーならあまり差がなくなる。

23時以降の深夜に限ってみても、1か月あたり

28時間までならINSテレホーダイよりi・アイ

プランのほうがオトクになるぐらいだ。i・アイ

プランなら深夜以外の時間帯も割引になるわけ

で、精神的、肉体的にもオトクといえる。

一方で、一番の問題は選べるアクセスポイン

トが1つのみという点だ。契約プロバイダーが

複数あってそれぞれある程度利用している場合

は、どのプロバイダーを登録するかを慎重に選

ぶ必要がある。

アナログ用サービスは
いつ？
昨年の10月1日よりサービスが開始され
たISDN専用のi・アイプランと同等の準
定額サービスを、アナログ回線でも提供で
きるように、NTTでは準備を進めている。
現在公表されている提供時期は、夏を目
途にできるだけ早い段階ということだ。な
お、サービスの具体的な内容はまったく公
表されていないが、i・アイプランのように、
テレホーダイに対抗できるオトクなサービ
スなのは間違いない。サービス開始はNTT
東日本と西日本ともにほぼ同時期を目指
している。

1時間帯を気にしなくていいs全日が割引対象なので、いつでも利

用できる。23時になるのを待つ必要がない。

2最低定額料がINSテレホーダイの半額sINSテレホーダイが月額2,400円に対

し、i・アイプラン1200なら月額1,200円。

3定額料の異なる2つのプランがあるs月間の利用量を把握し、それに応じて2つ

のプランから選択できる。

1相手先は同一区域内の1番号のみs複数のプロバイダーを利用してい

たり、家族でいろいろなプロバイダーを利用していたりすると、割引効果

が薄れてしまう。

2今のところISDNのみsサービス対象がISDN回線のみなので、アナログ回線の場合は選

択できない。

3INSタイムプラスやINSテレホーダイとは併用できないs市外に関する割引サービスは

OKだが、同一区域に対するほかの割引サービスには基本的に入れない。

i ・アイプラン
の 申 し 込 み 方 法

NTT営業窓口
（9時から16時。土日祝は休業）

www.ntt-east.co.jp/shop/
www.ntt-west.co.jp/shop/

116

0120-378160
（9時から17時）

申し込みおよび問い合わせは以下のフリー
ダイヤルかNTT営業窓口で行っている（ウ
ェブサイトでも申し込みの予約ができる）。

料金（円） 

3,000

1,200

0
6時間 

 
15時間 24時間 

i・アイプラン3000

i・ア
イプ
ラン
12
00

通常
料金
 

 

8:00～23:00 
 

料金（円） 

2,400

3,000

1,200

0
16時間 20時間 32時間 28時間 8時間 

i・アイプラン3000

INSテレホーダイ 

i・
アイ
プラ
ン1
20
0

通常
料金
 

 
23:00～8:00
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アクセスポイント：インターネットやパソコン通信のネットワークにあるホストコンピュータとユーザーを接続するために、プロバイダーが全国各地に設置した接続点。アクセスポイントまで
の接続は、ホスト側が専用線、ユーザー側がアナログ回線やISDN回線などを利用して通信が行われる。
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番号制限なしで通話もOK

タイムプラスは、ISDNユーザーであれば月々

350円、加入電話（アナログ）ユーザーであれ

ば月々200円の支払いで、通常3分10円（8

時から23時）の通話料および通信料が5分10

円になるオトクなサービスだ。同一区域内で1

時間話した場合、通常200円かかるのが、タ

イムプラスでは通話料がたったの120円と80円

の得になる。ISDNの定額料350円を考慮して

も4時間30分で元が取れる。深夜なら通常4分

10円が7分10円になるので、さらにオトクだ。

しかもタイムプラスは、相手先の電話番号の

事前登録も必要ないため、相手先を制限せず

に、いつでも割引が受けられる。電話番号の制

限がないということは、プロバイダーのアクセ

スポイントも混み具合によって随時変更できる

し、通信だけでなく通話にも活用できる。これ

らのことを考えた場合、月350円（200円）と

いう利用料は安いものだ。契約料や工事料は

一切不要なので、申し込まない手はないだろう。

しかし、テレホーダイとは併用できても、i・ア

イプランなど一部サービスとの併用ができない

のは残念だ。

「オフピーク通信」で快適

タイムプラスは深夜利用のテレホーダイのよ

うに時間的な制限もまったくない。そこで、イ

ンターネットマガジンでは「オフピーク通信」を

提案したい。

テレホーダイはISDNユーザーであれば月に

16時間、アナログユーザーであれば月に12時

間も使えば元が取れる。これはかなりオトク感

があるが、ユーザーが同じ時間帯に一斉にアク

セスするという弊害がある。プロバイダーは23

時から急激に増えるアクセス処理に追われ、過

剰な設備投資に追われるし、ユーザーもなかな

かアクセスポイントにつながらなかったり、ダウ

ンロードできないファイルや表示されないページ

にイライラが募るばかりだ。

この視点を一歩変えてはいかがだろう。たと

えば、23時からの混雑のピーク時を避けるとど

んなに快適にアクセスできるか。テレホーダイ

タイムで30分かかるファイルのダウンロードが

オフピーク時には数分で済むということもあり

えるのだ。また、同じ料金で1か月に利用でき

る時間が減ったとしても、23時まで待たずに、

使いたいときにインターネットが利用できれば、

健康的な生活が送れるというメリットがある。

こんなとき、時間帯に関係なく使った時間だけ

課金されるタイムプラスの終日利用も考慮した

いものだ。

強力な新割引サービスのi・アイプランの登場で影が薄
くなった感もあるが、その実力は十分実証されている「タイムプラス」。加入電話回線（アナログ）
利用者には数少ない割引サービスの1つだが、テレホーダイにどれほど太刀打ちできるのか。また、
ISDNユーザーにも気になるi・アイプランとの違い。ここでは、5分10円の威力を細かく検証して
いきたい。

タイムプラス
の実態に

5分10円は万能なのか！？

迫る

割引が適用される電話番号の制限
タイムプラスとは・・・？

・月々の定額料支払いで
市内通話が 3分10円→5分10円（8:00～23:00）

4分10円→7分10円（23:00～8:00）
・曜日や時間帯にかかわらず、いつでも使える
・同一区域内の電話番号すべてOK

タイムプラス（アナログ用） 月額200円
INSタイムプラス（ISDN用）月額350円

i・アイプラン 1 頻繁に使うプロバイダーのアクセスポイントなどを設定

テレホーダイ 2 プロバイダーのアクセスポイント2か所など

タイムプラス 無制限 通信・通話どこでもOK（事前の番号登録なし）

※正式なサービス名称は
「INSタイムプラス」だが、便
宜上「タイムプラス」とした。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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新 
テレホーダイより快適で安い！

電話割引サービスのススメ

課金：インターネットやパソコン通信、電話など、ネットワークや交換機に接続して通信をしている間に、定められた通信／通話料金が課されること。時間に応じて料金が徴収される時
間制課金のほか、接続時間にかかわらず一定金額だけを徴収する定額課金がある。
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利用時間で変わる
割引サービス

右のグラフは219ページで参照したグラフに

INSタイムプラスとタイムプラスを合わせたもの

だ。これを見ると、8時から23時ではISDNの

場合、月に4時間20分までは通常料金が一番

安く、月に7時間5分まではINSタイムプラス、

月に24時間まではi・アイプラン1200、月に

60時間35分まではi・アイプラン3000、それ

以降はINSタイムプラスが一番安い。アナログ

回線の場合は、月に2時間30分を超えるとタ

イムプラスに申し込んだほうが安くすむ。

一方、23時から8時ではISDNの場合、月

に5時間25分までは通常料金が一番安く、月

に9時間55分まではINSタイムプラス、月に28

時間まではi・アイプラン1200、それ以降は

INSテレホーダイが一番安い。アナログ回線の

場合は、月に3時間10分までは通常料金、月

に18時間40分まではタイムプラス、それ以降

はテレホーダイとなる。

タイムプラスは
課金タイミングがポイント

タイムプラスの最大の特徴は、同一区域内の

すべての通話と通信が割り引かれるという点だ。

相手先が1つのi・アイプランや、2つのテレ

ホーダイと違い、インターネット以外での利用

分も対象となる。また、時間帯の制限もないの

で、いつでもインターネットに接続できる。な

お、超ヘビーユーザーは、テレホーダイと同時

加入するという手まである。

タイムプラスを利用するうえで知っておかな

ければいけない点は、下に図示した課金のタイ

ミングだ。タイムプラ

スは10円でかけられる

時間が長くなるという

サービスなので、1回

あたり3分以内か、あ

るいは5分を超えて6分

以内の通話／通信だと

メリットがない。メー

ルをチェックするだけと

かごく一般的な通話で

は、1回に3分以内の

場合が多いので注意が

必要だ。

5分10円の隙間

課金のタイミング

1相手先の指定がないs同一区域内への通話

や通信は、すべて割引の対象となるので、イン

ターネットの利用だけでなく、普通の通話も割り引かれる。

2時間帯の制限がないs一日中すべての時間帯の通話と通信

が割引の対象となるので、時間を気にしなくていい。

3テレホーダイと併用できるsテレホーダイと併用すれば、深

夜のインターネット利用はテレホーダイの対象となり、それ以外

の時間帯や、登録以外の相手先へはタイムプラスの対象となる。

1短い通話・通信は割り引かれないs1回3分以

内の通話や通信では、タイムプラスへの加入の有無

にかかわらず10円となり、結局割り引かれないことになる。

タイムプラス
の 申 し 込 み 方 法

NTT営業窓口
（9時から16時。土日祝は休業）

www.ntt-east.co.jp/shop/
www.ntt-west.co.jp/shop/

116

0120-378160
（9時から17時）

申し込みおよび問い合わせは以下のフリー
ダイヤルかNTT営業窓口で行っている（ウ
ェブサイトでも申し込みの予約ができる）。

ISDN 23:00～8:00

ISDN 8:00～23:00

i・アイプラン3000

0
75時間30分 

時間 

※時間の数値は5分 
単位で算出した 

通常料金 

50時間 
 

33時間30分 
 

32時間 
 

30時間55分 
 28時間 

23時間55分 
 

20時間 
 16時間 

9時間55分 
 

8時間 
 

5時間25分 
 

6,830 
 

3,230 
 3,000 
 2,400 
 

1,200 
 820

INSタイムプラス 

INSテレホーダイ 

料金（円） 

i・アイプラン1200

i・アイプラン3000

i・アイプラン1200

7,620

3,000

1,200
870

3,570

0

350

350

4時間20分 

6時間 

7時間5分 
15時間 22時間5分 

24時間 
37時間30分 

60時間35分 

時間 

26時間50分 

INSタイムプラス 

通常料金 

料金（円） 

アナログ 23:00～8:00アナログ 8:00 ～23:00

480

1,800
テレホーダイ 

料金（円） 

通常料金 

3時間10分 
 

18時間40分 
 

時間 12時間 
 

タイムプラス 

500

200
0

200
0

料金（円） 

通常料金 

2時間30分 
 

時間 

タイムプラス 

料金（円） 
 50

40

30

20

10

0
時間（分） 

 
3 5 6 9 10 12 15

0～3分：同じ
3～5分：タイムプラスが得
5～6分：同じ
6分～：タイムプラスが得

通常料金
タイムプラス
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オフラインブラウジング：インターネットに接続しないでウェブページを表示すること。コンテンツの1 ページのみを指定するなど、どのように更新するかもブラウサーで設定できる。222 INTERNET magazine 2000/3

「なんとなく…」ではダメ！

各サービス概要の部分でも紹介したとおり、

電話料金の割引サービスにはいろいろな条件が

ある。テレホーダイは時間帯が決まっているし、

i・アイプランには利用時間の上限がある。カ

タログなどを見ると、「最高○×円お得！」の

ように、最大の割引を受けた場合のデータが派

手に書かれていることが多いが、それに踊らさ

れてはいけない。本当に自分に合ったサービス

を選ぶためには、「だいたい月に10時間くらい

かな…」とか「夜に使うことが多いかな…」な

どとあいまいに状況を把握するのではなく、「自

分の使い方」をきちんと理解しておく必要があ

るのだ。

では、どうやって自分の使い方を知ればよい

のか？あなたのインターネットの使い方を分析

できるもの、それは「接続ログ」だ。接続ログ

とは、「いつ」（何月何日何時何分）、「どこ」

（プロバイダーのアクセスポイント）に、「どの

くらい」（接続時間）アクセスしたかがわかる

データのことだ。次に、接続ログを手に入れる

方法を紹介しよう。

接続ログは残っている

接続ログには、インターネット上で取った行

動のほとんどが記録されている。1か月くらい

ログを見れば、自分がどのようにインターネッ

トを使っているかがかなり正確に分かるだろう。

「ログってどこにあるの？」という人には次ペ

ージを参照してもらいたい。特別なハードやソ

フトを利用しなくても、普段使っているツール

でログは簡単に手に入れられる。また、自分の

習慣をより正確に知るために、さまざまな方法

で手に入れたログを比較してみてもよいだろう。

また、接続ログ以外にもブラウザーの「履歴」

が役に立つ場合もある。インターネットエクス

プローラ5.0などでは、どのサイトにアクセス

したかを記録する履歴機能があり、保存日

数が自由に設定できる。1か月の間に何

度もアクセスするようなサイトがあった

場合、「お気に入り」やスタートページ

に登録してアクセスまでの時間を短く

することもできる。更新頻度が低

いサイトならオフラインブ

ラウジングができるよう

に設定するのも1つの手

だ。

前ページまでで紹介してきたように、電話料金の割引サービスは百花繚乱の様相を呈してきている。サービス
の内容やそれに合った使い方はおわかりいただけたかと思うが、その中から最適のものを選ぶ最大の秘訣は、
「自分に合ったものを選ぶ」ことだ。しかし、自分がインターネットをどのように使っているかを知らなければ、
どのサービスを使うべきかは決められない。ここでは、あなたのインターネットの使い方を知るための方法を
紹介しよう。この記事を読んで、「自分の振る舞い方」をきちんと分析してもらいたい。

接続
ログを

これで自分の使い方が一目瞭然!!

徹底分析

接続ログを見るときのポイント

接続ログの見方には4つのポイントがある。まず、1か月あたりどれだけアクセスしているかを示す
「累計時間」。月額固定の電話料金サービスを選ぶ場合の目安になるし、プロバイダーの料金コース
を選ぶときの参考にもなる。あとは「アクセス頻度」や「時間帯」、「1回のアクセス時間」などをチ
ェックし、テレホーダイを使うのか、東京電話など3分9円のサービスの方が割安かなどを検討する。
下の4項目を重点的に見ることで、かなり正確に自分のインターネットの使い方がわかるはずだ。

・1か月の利用時間累計（テレホーダイなどの定額サービスを利用すべきかの目安）

・1日あたりのアクセス頻度

・頻繁にアクセスする時間帯（時間帯割引サービスを利用するかどうかの目安）

・1回あたりのアクセス時間（タイムプラス／東京電話／KDDなど、どれが得に

なるかを決める目安）

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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新 
テレホーダイより快適で安い！

電話割引サービスのススメ

ネゴシエーション：もともとは「交渉」という意味で、2つのハードウェアデバイスが通信に先立って、お互いに情報交換しながら通信条件を決定することを意味する。たとえばモデム同士
の接続の場合、接続直後に十数秒の時間をとり、その間に通信速度やキャリア周波数、周波数特性の補正情報などが決定される。
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接続ログを手に入れる一番手っ取り早い方法

は、プロバイダーのサービスを利用することだ。

ほとんどのプロバイダーで、自分のIDとパスワ

ードを入力すれば接続ログを見ることができる。

しかし、表示される情報の種類はプロバイダ

ーによって異なる。1回1回のアクセスについて

一覧表形式で表示されるところもあれば、日

別、月別の累計しか表示されない場合もある。

また、複数のプロバイダーを利用している場合

は、各プロバイダーについてチェックすること

をお忘れなく。自分の習慣を完全に把握するた

め、データ収集はぬかりなく行おう。

主なプロバイダーのログ閲覧サービス

IIJ4Uの接続ログ。月別の累計、1回ごとのアクセ
ス時間、接続したアクセスポイントなど、多くの情
報が一覧表示される。

プロバイダー 月別累計 日別累計 接続別

Biglobe ○ × ○

DTI ○ × ×

IIJ4U ○ × ○

@nifty ○ ○ ○

ODN × × ×

So-net ○ ○ ×

最近のTAやルーターには、接続ログを残す

機能を搭載したモデルが多く、製品に付属する

ユーティリティーソフトなどを使えば、詳細な

接続ログを見ることができる。ログの記録方法

などを自由に設定できる場合もあるので、自分

の欲しい情報が手に入るよう設定しておこう。

TAやルーターの場合も、製品ごとにログとし

て記録される内容は異なる。数年前のモデルで

も累計金額などを表示できる場合があるので、

マニュアルを参照してみよう。

主なTA・ルーターのログ表示機能
機器名 メーカー 通信料金 通信記録

AtermITX80/D, 70/D NEC ○ ×

MN128-SOHO Slotin NTT-ME ○ ○（最大256件）

NetVolante RTA50i ヤマハ ○ △（保存件数は環境による）

ダイアルアップ監視ツールと呼ばれるユーテ

ィリティーソフトを使うのも便利だ。これは、

特定の電話番号（アクセスポイント）への接続

を監視し、記録してくれるツールのことをいい、

シェアウェアやフリーソフトウェアとして数多く

のソフトがリリースされている。代表的なもの

としては「RWA T CH」（ウィンドウズ

用） 、「CyberGateTNG」（マッ

キントッシュ用） がある。これら

のソフトを併用すれば、より詳細な接続

ログの解析ができるし、インターネット

の使い過ぎも防止できる。
nutmeg.ed.gifu-u.ac.jp/~ngt/
rdial_new/

www.vector.co.jp/soft/dl/mac/
net/s0073235.html

Jump02

Jump01

Jump02

Jump01

毎月送られてくる電話料金の請求書も、接

続の記録としては役に立つ。さらに、追加料金

を払えば「いつ・どこへ・どれだけ」電話をか

けたか、より詳しい明細を手に入れることも可

能だ。このサービスを使えば、アクセスポイン

トへの接続時間とそれに対応する料金が一目で

分かる。すべての通話記録が記載されているの

で、アクセスポイントへかけたものだけを探すの

は少し手間だが、プロバイダーの接続ログと違

ってネゴシエーションの時間までしっかり分か

るので、より正確に自分の使い方を知ることが

できる。この「料金明細内訳サービス」の申し

込みは、NTTの各支店・営業所で受け付けて

いる。

※全機器とも、通信料金に各種サービス割引分は含まれない

プロバイダーのアクセスデータ

TA・ルーターを利用

ダイアルアップ監視ツール

電話料金の明細

ウィンドウズ用の接続監視ツール「RWATCH」。テレホーダイや
タイムプラスなど割引サービスに対応した料金の監視の設定がで
きて便利。

接続ログを残すTAやルーターも増えてきた。付属のユーティリ
ティーを利用すれば、アクセスの記録を後から分析することがで
きる（画面はMN128-SOHO SL11）。
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ネットワーク：コンピュータ間を接続する通信網。企業内や家庭内など小規模に構築されるネットワークをLAN（Local Area Network）いい、企業の事業所間を結ぶような広域ネットワ
ークをWAN（Wide Area Network）という。
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ここまででいろいろな割引サービスのしくみが理解で
き、そしてログなどで自分の利用状況が把握できる
ようになった。
ここではそれらの情報をもとに、特に生活パターンと
いう観点から自分に最適な割引サービスを改めて考えてみる。自分が現在選択している割引
サービスが、本当に正しい選択なのかどうか、じっくり判断してほしい。

最適な割引サービスを
目指せ！ インターネット終日利用

選ぶコツ

電話料金と各割引サービスの利用可能時間
※（ ）は通常料金と比較したときに得になる金額

はINSテレホーダイとテレホーダイの料金と同じ場合の利用可能時間

（A 8:00～23:00／B 23:00～8:00で利用）

生活パターンで選ぶ
割引サービス

テレホーダイを利用しているときの平均的

な利用パターンは右上の図のようになる。

このパターンの場合、定額の支払いのみで

OKだ。ISDNの場合で2,400円となる。

テレホーダイの時間になるとユーザーが一

斉に使い出すので、プロバイダーにつなが

りにくくなったりネットワークも混雑した

りするため、何をするのにも時間がかかる。

そこでオフピークの利用が考えられる。右

下の図のように混雑を避けて快適に利用し

ようというものだ。利用時間はテレホーダ

イと比べて4分の3程度と想定した。1か月

あたり40時間弱の利用となり、i・アイプ

ラン3000を利用して月額3,000円となる。

使える時間が短くなり、そのうえ料金が高

くなっているわけで、得ではない気がする。

しかし、混雑を避けて夜11時を待たずに利

用でき、生活パターンを乱されずにすむこ

とを考えると、十分に検討する価値がある。

まずは使える時間を
把握しよう

下の表は、テレホーダイの月額料金を軸に、

割引サービスと電話料金の関係を示したものだ。

1か月の電話料金が1,200円から200円ごと

3,000円までについて、それぞれその電話料金

で各割引サービスがどれだけ利用できるかを見

て取れる。また、各欄には通常料金と比較し

てオトクな額も併記してある。

INSテレホーダイの料金である2,400円に注

目すると、i・アイプラン1200なら深夜で1か

月に28時間まで利用できることがわかる。昼間

でも月に21時間利用できる。INSテレホーダイ

の契約者で1か月あたり28時間しか利用してい

ないなら、すぐにでもi・アイプラン1200に切

り替えるべきだ。

アナログ回線の場合も同様に、テレホーダイ

の月額料金である1,800円に注目してみる。タ

イムプラスなら1か月に、深夜で18時間40分、

昼間・夜間で13時間20分は利用できることが

わかる。

月 火 水 木 金 土 日 

8:00

19:00

21:00

23:00

25:00

27:00

【INSテレホーダイ利用】

1週間で1
3時間

月 火 水 木 金 土 日 

8:00

19:00

21:00

23:00

25:00

27:00 1週間で9
時間50分

月間利用＝13時間×4週＝52時間（¥2,400）

【オフピーク利用】（i・アイプラン3000）

月間利用＝9時間50分×4週＝
39時間20分（¥3,000）

（8:00～23:00：7時間50分／23:00～8:00：2時間）

料金 利用時間帯 1,200円 1,400円 1,600円 1,800円 2,000円 2,200円 2,400円 2,600円 2,800円 3,000円

ISDN INSタイム A 7時間5分 8時間45分 10時間25分 12時間5分 13時間45分 15時間25分 17時間5分 18時間45分 20時間25分 22時間5分

プラス （220円） （350円） （490円） （620円） （750円） （890円） （1,020円） （1,150円） （1,290円） （1,420円）

B 9時間55分 12時間15分 14時間35分 16時間55分 19時間15分 21時間35分 23時間55分 26時間15分 28時間35分 30時間55分

（280円） （430円） （580円） （730円） （880円） （1,030円） （1,180円） （1,330円） （1,480円） （1,630円）

i・アイプラン A 15時間 16時間 17時間 18時間 19時間 20時間 21時間 22時間 23時間 24時間

1200 （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円）

B 20時間 21時間20分 22時間40分 24時間 25時間20分 26時間40分 28時間 29時間20分 30時間40分 32時間

（1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円） （1,800円）

i・アイプラン A
― ― ― ― ― ― ― ― ―

37時間30分

3000 （4,500円）

B
― ― ― ― ― ― ― ― ―

50時間

（4,500円）

アナログ タイムプラス A 8時間20分 10時間 11時間40分 13時間20分 15時間 16時間40分 18時間20分 20時間 21時間40分 23時間20分

（470円） （600円） （740円） （870円） （1,000円） （1,140円） （1,270円） （1,400円） （1,540円） （1,670円）

B 11時間40分 14時間 16時間20分 18時間40分 21時間 23時間20分 25時間40分 28時間 30時間20分 32時間40分

（550円） （700円） （850円） （1,000円） （1,150円） （1,300円） （1,450円） （1,600円） （1,750円） （1,900円）

通常料金 3分10円 A 6時間 7時間 8時間 9時間 10時間 11時間 12時間 13時間 14時間 15時間

4分10円 B 8時間 9時間20分 10時間40分 12時間 13時間20分 14時間40分 16時間 17時間20分 18時間40分 20時間
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新 
テレホーダイより快適で安い！

電話割引サービスのススメ

定額制：電話や通信など、ネットワークを利用する時間にかかわらず、設定された期間ごとに一定金額だけを支払う契約制度。テレホ－ダイなどがこの制度をとるほか、プロバイダーに
よってはインターネットの接続料金に定額制を採用している。一方、使用する時間やデータの送受信量によって料金が変化する制度を従量制という。
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テレホーダイ料金から見る
オトク度比較

前ページの表で、契約する割引サービスによ

って、電話料金ごとにどのくらいの時間インタ

ーネットを利用できるかがわかった。

では、テレホーダイと同じ料金でほかの割引

サービスを使う場合、実際にはどのような利用

パターンがあるのだろうか。

ここでは、ISDN回線とアナログ回線それぞ

れについて、タイムプラスなどを利用した場合

に想定される利用パターンを考えてみた。

1 INSタイムプラス

2 i・アイプラン1200

3 i・アイプラン3000（参考）

ISDN回線の場合、INSテレホーダイの料金

は2,400円となっている。ここではINSタイム

プラスとi・アイプランの2つについて、INSテ

レホーダイの定額料金2,400円でどれほど使え

るか、その利用パターンを考えてみた。

INSタイムプラスの利用では、昼間・夜間（表

のA）で1日25分から1時間、深夜（表のB）

で1日30分から1時間30分となる。1か月あた

りで考えてもそれぞれ17時間5分、23時間55

分と、メールや簡単な情報検索で使う人向きだ。

i・アイプラン1200では、利用できる時間が

INSタイムプラスより1日あたり5分から10分

ほど延びている。深夜だと1か月あたり28時間

となるので、1か月を平均して毎日約1時間ぐ

らいの利用となる。

i・アイプラン3000は月額利用料金が3,000

円なので、INSテレホーダイより最初から600円

高い。しかし、利用時間はi・アイプラン1200

より格段に延び、昼間・夜間の利用は平日40

分から金土曜の2時間30分までで1か月あたり

37時間30分となる。深夜の利用だと1か月あ

たり50時間に延びる。昼間

も使いたい、かつ1か月の利

用時間がこの程度であれば、

かならずしもINSテレホーダ

イにする必要はなく、i・アイ

プラン3000も考慮したい。

1 タイムプラス

アナログ回線の場合、テレホーダイの料金は

月額1,800円である。また、アナログ回線の場

合は、現状ではi・アイプラン相当のサービス

がないため、必然的にテレホーダイか

タイムプラス、または両方を使うとい

う選択肢になる。

タイムプラスの

利用では、昼間・

夜間のみとした場合は月曜から木曜が各15分

程度となってしまう。深夜のみとしても、各25

分程度にしかならない。自分の利用時間が1か

月あたり13時間20分以内の、メールを主体に

利用する人向けの選択とい

える。ただ、タイムプラス

なら、インターネットの利

用以外の通話でも割引の対

象となるので、とりあえず

入ることにも意味がある。

テレホーダイの登場で、毎日夜11時からの1

～2時間はインターネットが混雑する時間とい

うのが定着した。テレホーダイは定額制なので、

時間を気にする必要がないという安心感がある

のだが、混雑によってアクセスポイントにつな

がりにくくなったり、ファイルのダウンロードに

時間がかかったりといった作業効率の低下は免

れない。そのため不必要に長時間利用する羽目

に陥っていることもあるわけだ。

そこで登場するのが「オフピーク通信」だ。

今や「時は金なり」の最たる時代なので、割引

サービスを見直し、混雑している時間帯を避け、

時間と費用を最小限に抑えて手間をかけずにイ

ンターネットを利用したい。費用的にはテレホ

ーダイを上回ることもあるだろうが、時間や手

間も考えた総合的な判断ではいい勝負となる。

選択の判断は、インターネットを利用する人

数にも依存する。夫は会社の帰宅後に、妻は

日中アクセスするというような場合は、終日で

利用することになる。もちろん、夫婦でアクセ

ス先が1つとは限らないので、その数にも左右

される。そして、利用する回線の使い方にも依

存する。インターネット専用に使う場合は単純

だが、通話で使うような場合はそれも考慮した

い。また、目的にも依存する。たとえば友人と

のチャットが一番の目的という場合、仲間が集

まりやすいのはやっぱりテレホーダイの時間なの

で、テレホーダイをやめるわけにはいかない。

以上これまでに示した判断材料をもとに、今

一度テレホーダイの呪縛から抜け出て、白紙の

状態で選ぶことが重要だ。

月 火 水 木 金 土 日 
8:00

13:00

15:00

17:00

19:00

21:00

【家族で終日利用】（i・アイプラン3000）

1週間で9
時間20分

月間利用＝9時間20分×4週≒
37時間30分（¥3,000）

（ご夫婦で奥さんは日中、
旦那さんは会社帰宅後に利用している例）

￥2,400（INSテレホーダイ利用料金）を
ほかのサービスで利用すると…

盲点だったオフピーク通信

割引サービス 利用時間帯 月～木 金土 日 1週間Total 1か月Total

1INSタイムプラス A 各25分 各1時間 35分 4時間15分 17時間5分

B 各30分 各1時間30分 55分 5時間55分 23時間55分

2i・アイプラン1200 A 各30分 各1時間15分 55分 5時間25分 21時間

B 各40分 各1時間40分 1時間 7時間 28時間

3i・アイプラン3000 A 各40分 各2時間30分 1時間40分 9時間20分 37時間30分

B 各55分 各3時間25分 2時間 12時間30分 50時間

（A 8:00～23:00／B 23:00～8:00で利用）

割引サービス 利用時間帯 月～木 金土 日 1週間Total 1か月Total

1タイムプラス A 各15分 各55分 30分 3時間20分 13時間20分

B 各25分 各1時間10分 40分 4時間40分 18時間40分

￥1,800（テレホーダイ利用料金）を
ほかのサービスで利用すると…
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MA（エム・エー／Message Area）：NTTの市内通話料金（3分10円）で通話できる区域の呼称。異なる市町村間の通話でも、同一MA内であれば市内通話料金となる。226 INTERNET magazine 2000/3

通信速度の速さ、混雑の度合い、コンテンツ
の充実、サポートの質など、プロバイダーを選
ぶポイントは数多くある。いろいろな要素を検
討した末、自分が加入するプロバイダーを決
めることになるが、不幸にしてアクセスポイン
トが近く（同一の単位料金区域内）にない場合もある。また、地域によってはアクセスポイントがまったく近く
にない場合も…。市外通話になると、普通に使えば3分20円（90秒10円）で、市内通話の2倍のコストにな
る。市外局番（隣接地域または20km以内の市外通話区域）のアクセスポイントを使わざるを得ないユーザーに
とっても便利な割引サービスが数多く登場しているので、うまく使いこなしたい。

市外（隣接）割引を征する
隣接エリアも割引合戦が過熱!?

テクニック

「MA」って何のこと？
3分10円で電話がかけられる地域を「MA
（単位料金地域）」と呼ぶ。各種の条件や地
勢、さらに行政区域などによってMAは細か
く区分けされており、全国には567のMAが
存在する。原則として行政区域と一致するが、
設定されたのが昭和37年であり、その後の
市町村統合などによって現在では不一致とな
っている地域もある。「隣接地域」というのは、
隣り合っているMAのこと。社会的なつなが
りを重視して定められたもので、地図上で隣
り合っている地域でも隣接していない場合も
ある。自分の住んでいる場所のMAや隣接
MAについては、NTT各社のサイトで調べる
ことができる（URLは次ページの表参照）。

「市外通話」というハードル

NTTの場合、市内通話区域へのダイアル通

話料金は3分10円となっている（深夜・早朝

を除く）。そして、この金額で電話をかけられ

る範囲のことを「MA」（単位料金区域）と呼

んでいる。しかし、地域的な事情や、個人的な

事情により、どうしても同一MA内にアクセス

ポイントがないプロバイダーを使わざるをえない

（使いたい）場合もある。また、市外局番が同

じでも市外通話料金扱いになってしまうケース

もあるのだ。

同一MA内にアクセスポイントがないと、毎

回の通話料は一挙に倍額以上に跳ね上がる。

たとえばNTTの場合、隣接地域（MAが隣接、

またはMA間の距離が20km以内の区域）への

電話でさえ、3分20円（90秒10円）と倍の料

金がかかってしまう。コスト低減のためにも、

最近種類が増えてきた「市外局番割引サービ

ス」をうまく活用したいところだ。

定番はNTTの「エリアプラス」

この種のサービスで定番と言えるのが、NTT

の「エリアプラス」だ。INSエリアプラスの場

合、月額350円（アナログは200円）の利用

料金を払うと、隣接地域への通話料金が同一

MAにかけた場合と同じ3分10円（23時から8

時までは4分10円）となる。昼間だけを考える

と、1か月間に105分を超えて隣接地域に電話

をかける人は、元が取れる計算になる（右のグ

ラフ参照）。テレホーダイと違い終日使うこと

ができるし、電話番号の制限もない。インター

ネット以外にも隣接地域に電話をかける人は、

導入を検討する余地がおおいにあるだろう。

その他のNTTの
市外通話割引サービス

ただし、このエリアプラスも万能ではない。

NTTでは隣接地域用に、月額4,800円（アナ

ログは3,600円）で定額利用できるサービス

「INSテレホーダイ・ホーム4800」も提供して

いる。使い方にもよるが、23時以降のいわゆる

「テレホタイム」での使用が中心で、かつ1か月

に29時間40分を超えて使うユーザーであれば、

テレホーダイのほうが得だ（下のグラフ参照）。

さらに、エリアプラスとタイムプラスは併用で

きないため、タイムプラスと併用できるテレホ

ーダイのほうがより有利と言える。

また、アクセスポイントが含まれるMAにも

注意が必要だ。地図上では隣接地域のように

見えても、実は隣接していないという場合もあ

る。その場合、すべての市外通話が割引対象

となる「INSテレチョイス」（NTTコミュニケー

ションズ）の方が安く上がる場合もあるからだ。

テレホーダイ 

エリアプラス 
（23時～8時） 

エリアプラス 
（8時～23時） 

何もしない 
（8時～23時） 

300 600 900 1200 1500 1800 2100

（円） 

（分） 

29時間40分 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

 105分 

市外通話割引サービスの比較
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新 
テレホーダイより快適で安い！

電話割引サービスのススメ

新電電：1985年（昭和60年）以降の電気通信事業の自由化に伴って設立された、NTTグループ以外の電気通信事業会社の総称。合併を発表したばかりのDDI・KDD・IDOは新電電
の最大手。
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NTT以外の電話会社も
さまざまなサービスを展開中！

規制緩和の波は通信事業にも及び、いわゆ

る「新電電」など、いろいろな電話会社から自

分の使いたいサービスを選べるようになった。使

い方によっては「エリアプラス」や「テレチョ

イス」を上回るほど得する場合もあるので、「と

りあえずNTT…」と考える前にサービス内容を

しっかり比較検討しておきたい。

まずチェックすべきなのは、「市内通話料金

の割引」サービスだ。東京電話、九州電話は

どちらも3分9円という通話料金割引サービス

を提供している。INSタイムプラスと比較する

と、平日昼間の場合1か月に351分を超えて使

用するとタイムプラスのほうが割安になる。1週

間で1時間半使わなくても元が取れるので、一

見タイムプラスのほうが有利だ。

だが、1回3分未満の通話を100回行うと、

東京電話・九州電話のほうが100円割安にな

る。インターネットはメールチェックくらいにし

か使わないというのであれば、毎回の通信時間

は短いはず。そんなユーザーなら、このサービ

スの導入を考慮に入れても良いだろう（東京電

話は「東京電話インターネット」と併用すると

さらに3分8円となる）。

隣接地域あるいは市外局番となっているアク

セスポイントを使うことが多いユーザーなら、新

電電各社が提供する多彩なサービスを受けるこ

とができる。たとえばKDDの「かけどくパッ

ク」。これは1か月の利用料金が300円を超え

ると、すべての市外通話料金（国際電話も）

が10％割引になるというサービスだ。NTTのエ

リアプラスと比較すると、平日昼間に隣接区域

にアナログ回線を利用して電話した場合、1時

間15分間まで

の利 用 なら

KDDのほうが

割安だ。さら

に、KDDは6

秒ごとの課金

体系となって

いるので、東

京電話などと

同様「細切れ」

の場合はさら

にコストダウン

につながる。

このほかにもDDIや日本テレコムの継続年数

による割引など、人によってはNTTのサービス

よりも得になる場合がある。しかし、これらの

割引サービスの条件は各社で微妙に異なってい

る。自分の使い方をきちんと理解したうえで、

各社のカタログやウェブサイトの料金体系を比

較検討し、自分に最適の割引サービスを見つ

けるようにしたい。

クレジットカードの割引サービスも要チェック！

主な市外通話割引サービス一覧
回線の種類 名称 提供会社 内容

ISDN INSエリアプラス NTT東日本・西日本 隣接地域への電話料金が3分10円（深夜・早朝は4分10円） www.ntt-east.co.jp/ISDN/

INSテレホーダイ4800 隣接地域の2指定電話番号への通話が定額利用 www.ntt-west.co.jp/ISDN/

（23時から翌朝8時まで）

INSテレチョイス10 NTTコミュニケーションズ 市外局番への通話が終日10％割引（4つの電話番号を指定可能）

INSテレチョイス15 市外局番への通話が終日15％割引（10の電話番号を指定可能） www.ntt.com/

INSテレチョイス30 市外局番への通話が終日30％割引（2つの電話番号を指定可能）

アナログ エリアプラス NTT東日本・西日本 隣接地域への電話料金が3分10円（深夜・早朝は4分10円） www.ntt-east.co.jp/ISDN/

テレホーダイ3600 隣接地域の2指定電話番号への通話が定額利用 www.ntt-west.co.jp/ISDN/

（23時から翌朝8時まで）

テレチョイス10 NTTコミュニケーションズ 市外局番への通話が終日10％割引（2つの電話番号を指定可能）

テレチョイス15 市外局番への通話が終日15％割引（5つの電話番号を指定可能） www.ntt.com/

テレチョイス30 市外局番への通話が終日30％割引（1つの電話番号を指定可能）

ISDN／アナログ 東京電話 東京通信ネットワーク 市内通話が終日3分9円。隣接区域も3分14.4円。 www.dup.ttcn.ne.jp/

九州電話 九州通信ネットワーク 市内通話が終日3分9円。隣接区域も3分14.4円。 www.qtnet.co.jp/

東京電話インターネット 東京通信ネットワーク 東京電話とセットで使うと通話料が3分8円 www.dup.ttcn.ne.jp/

（23時から翌朝8時は225秒8円）になる。

かけどくパック KDD 1か月の通話料が300円を超えると、すべての通話料金が10％割引 www.kdd.co.jp/

年々割引 日本テレコム 登録後1年・3％、2年・4％、3年目以降5％の割引 japan-telecom.co.jp/

（月額1000円以上利用の場合のみ/終日利用可）

だんぜん年割 DDI 登録後1年・3％、2年・4％、3年目以降5％の割引 www.ddi.co.jp/

（月額1000円以上利用の場合のみ/終日利用可）

通話料金割引サービスの中で、意外に知られていないのがカード会社の割引サー
ビスだ。各カード会社がいろいろなプランを提供しているが、基本的には利用実績
に応じ、市外通話料金の割引が受けられる仕組みになっている。割引率も16～
31％と結構高い。たとえばUCカードの場合、市外通話料が1か月3,000円以
上の場合は20％の割引、それ以下でも16％の割引を受けられる。ヘビーユーザ
ーで、しかも市外局番のアクセスポイントにかけることが多い場合には、かなりの
割引を期待できる。難点は
申し込みから割引適用まで
に若干のタイムラグがある
ことと、NTTの他の割引サ
ービスが使えなくなる点だ。

通話料金割引サービスを提供している主なカード会社

NTTグループカード
住友VISAカード
UCカード
セゾンカード

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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プロバイダーへの無駄な支払いを斬る！

これまで、多種多様の「通話料金割引サービス」の内容と、サービ

スを選択するうえでのコツを紹介してきた。自分の使い方さえきちん

と把握していれば、より有利なサービスを選べる時代になっているとい

うことが理解してもらえたと思う。

ここでは、ダイアルアップ接続の料金をさらに安くできる方法を紹

介しよう。コストは大きく2つに分けられる。1つが通話料金、そして

もう1つがプロバイダーに支払う利用料金だ。プロバイダーの利用料金

はどんどん安価になる傾向にあり、最近では「行き着くところまで行

った」とする向きもある。すでに加入しているプロバイダーの料金体系

で満足しているユーザーも多いだろうが、接続ログなどで自分の行動

を把握することによって、もっと利用料金を下げることができるのだ。

料金コースの体系を攻略しよう

「購入したパソコンにサインアップソフトが付いていたから」などの

理由で「何となく」現在のプロバイダーに加入した人も多いはずだ。

しかし、接続ログを詳細に検討してみれば、自分が無駄な出費をして

いるかどうかが一目瞭然となっただろう。

たとえば、「15時間で2,000円」のコースに加入している人が、接

続ログを見たら1か月に3時間程度しか使用していないことが判明した

とする。この場合、「3時間で1,000円」のコースへ乗り換えれば1,000

円のお得だ。また、1か月に2時間程度しか利用しないユーザーが

「1,500円で使い放題」のコースに加入しているとする。同じプロバイ

ダーが「1分10円」という従量料金コースを設定しているなら、10

円×120分＝1,200円となり、従量制のほうが安上がりだ。

さらに、付加サービス（メールアドレ

ス追加やコンテンツ利用など）の利用状

況も踏まえて毎月の支払金額をチェック

すれば、無駄な部分がいろいろと見つか

るはずだ。現在、プロバイダーは戦国時

代の態を示しており、各社が多彩なコー

スを用意している。接続ログを元に自分

の行動を把握し、最適のコースを見つけ

出そう。

安くなるのは電話料金だけじゃない！

プロバイダー料金をもっと安く！

通話料金とプロバイダーの利用料金を別々に考えるのは面倒だとい

う人は、DDIが提供する「DION」の導入を検討してはどうだろうか。

DIONのサービスには、通信料金とプロバイダーの利用料金がセットに

なった「コミコミコース」が用意されている。ここでは、

1か月に10時間までが2,850円（固定）の「レギュラー」

プランを例に挙げて検討してみよう。

平日の昼間に同一MAのアクセスポイントに電話をか

けた場合、10時間で通話料金は2,000円になる（3分10

円）。ということは、2,850円以下に収めるには、1か月

の料金が850円以下のプロバイダーでなくてはならない。

同じ条件でINSタイムプラス（5分10円）を使っても、

通話料金だけで10時間1,550円だから、月に1,300円で使えるプロバ

イダーでないとDIONに対抗できないことになる。利用状況によっては

便利なサービスだと言えるだろう。

自分に合った料金コースを選ぼう！主なプロバイダーの料金コースの体系

※2000年2月1日より、@niftyは5時間・30時間・150時間のコース大系になる。

プロバイダー名 料金コースの時間区分

＠nifty 3時間、15時間、150時間

So-net 5時間、20時間、150時

Biglobe 5時間、30時間、150時間

DREAM NET 3時間、5時間、15時間

Panasonic Hi-Ho 3時間、25時間、150時間

ASAHIネット 3時間、5時間、15時間、37.5時間、150時間

電話料金とプロバイダー料金が1つになった！

DIONの新サービスにも注目!!

プロバイダーと通信回線がセットになったDIONのコミコミコース

www.dion.ne.jp 左のURLでオンラインサインアップもできる

固定料金（月額） 固定料金を超過した分

ライト 4時間まで1,750円 1分10円

レギュラー 10時間まで2,850円 1分10円

ロング 20時間まで5,700円 1分10円

CD-ROM収録先
ıı PR→DION +CD-ROM+CD-ROM

インターネットが安くなるTips集
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新 
テレホーダイより快適で安い！

電話割引サービスのススメ

xDSL（エックス・ディー・エス・エル／x Digital Subscriber Line）：電話線を利用し、毎秒数メガビットの高速なデータ通信をする技術。上り（電話局→家庭）と下り（家庭
→電話局）で伝送速度が非対称の[「ADSL」、対称の「SDSL」などがある。ADSLについては、、NTT東日本・西日本、東京めたりっく通信が一部地域で試験サービス中。
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定額IP接続サービスについて
■サービス提供エリア
東京…新宿区・大田区・渋谷区
大阪…中央区・北区・吹田市全域

■利用料金
月額8,000円（＋INSネットの基本料金）

※別途プロバイダー料金が必要

■申し込み・問い合わせ
東京
0120-275424（NTT東日本）

www.ntt-east.co.jp/teigaku/

大阪
0120-190767（NTT西日本）

www.ntt-west.co.jp/ipnet/ip/

IP接続サービスとは

インターネットユーザーで、料金や速度に

不満を持っている人は多い。これに応える形

で登場してきたのが、「常時・高速接続」を

可能にするさまざまな新サービスだ。CATV、

無線インターネット、衛星回線、xDSLなど、

多彩なアクセスラインが続々と登場している

（本誌1999年10月号参照）。

そんな中、ユーザーの注目を集めているの

が、NTT東日本・西日本の提供する「定額

IP接続サービス」だ。昨年11月1日より東

京都と大阪府の一部で試験サービスの提供

が始まり、すでにその恩恵を受けているユー

ザーも多い（12月末現在、東京で加入者

1,000人を突破）。

定額IP接続サービスはISDNユーザーを対

象としたものだ。「IPネットワーク」というデ

ータ通信専用の回線網を新設し、月額8,000

円（＋INSネットの基本料金）の固定料金

で64Kbpsで常時接続環境を提供する。こ

れまで、OCNエコノミー（月額32,000円）

が常時接続の最低料金だったことを考える

と、福音とも言える低価格だろう。全国展

開が待ち遠しい限りだ。

気になる対応プロバイダー
と料金は？

定額IP接続サービスを利用すれば、時間

を気にする必要はなくなる。ただし、提供さ

れるのはプロバイダーのアクセスポイントまで

のインフラのみなので、通話料金は定額にな

るが、そのほかにプロバイダーの利用料金を

支払わなければならない。

そもそも、自分の加入しているプロバイダ

ーがこのサービスに対応している必要がある。

99年12月末の時点で東日本では26社、西

日本では21社のプロバイダーが対応を表明

しており、IIJ4Uや＠niftyなどの大手はかな

り積極的な対応を見せている。今後、サービ

スが定着するにつれ、対応プロバイダーが増

える可能性はおおいにあるだろう。

まだ試験サービスの段階とあって、各プロ

バイダーとも具体的な接続料金は提示せずに

「追加料金は不要」としているところが多い。

ただ、本格的なサービスの提供が始まった際

には、プロバイダーもインフラ整備が必要に

なるため、料金が上がる可能性はある。いず

れにしても、徐々に各社の対応が明らかにな

っていくだろう。

その他さまざまな課題

いくら接続しても通話料金が月額10,000

円程度で済むというのは魅力的に聞こえるが、

実際はこのサービスの恩恵を受けられるユー

ザーは限られている。

まずは利用時間の問題だ。いくら常時接

続ができるとは言え、月額8,000円のダイア

ル通話料は通常の40時間分に当たる（3分

10円・平日昼間、同一MAの場合）。すな

わち、タイムプラス（5分10円・平日昼間、

同一MAの場合）を使っているなら1か月に

63時間45分よりも長く使わないと元が取れ

ないことになるのだ。また、利用時間帯によ

っても状況は異なる。仕事などの都合で平日

の日中はあまり使わずに、結局は毎日23時

以降に集中して使うのなら、「INSテレホー

ダイ・ホーム2400」のほうがずっと得だ。

このほか、実際の通信速度の問題や、プ

ロバイダーの対応、さらに対応した場合の接

続料金の問題など、考えるべきポイントは多

い。自分の使い方をしっかり把握したうえで、

検討しよう。
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